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第 ２５ 回 例 会 報 告（２月２１日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５３名          ・出席数   ３９名          ・欠席数  １４名 

・当日出席率   ７５．５１％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞原､平尾､平田､城山､片山､近藤､楠橋､桑森､眞鍋､坂本､重松､越智 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧) 

<1/27 欠席補填>(1/21 今治北)檜垣(明)､城山､木村､吉良､宮道､村上(修)､大河内､渡辺(昜)､八木(正)､八木(伸) 

        （1/29 今治南）別府､冠､西本､田崎､田中､八木(真) (2/5 今治南)原､平田､松木 

◇会長報告 ・愛媛銀行今治支店今治グループ 副支店長兼ローンセンター長 見乗 敏章(みのりとしあき)氏の入 
会手続きが規定の段階を経て理事会で承認されました。異議のある方は7日以内に申し出て下さい。 

◇幹事報告 ・次週2月28日(木)の例会は今治国際ホテル2階ローズの間にて行います。お間違いないようにお
願いします。 

ロータリー情報委員会アワー 

◆白石洋治委員『ガバナー補佐の貴重な経験を振り返って』：私がガバナー補佐を務めたのは2014-15年度、もう4年

前になります。愛媛第1分区は9クラブでの持ち回り制ですので、次は4年後にガバナー補佐を輩出しなければなり

ません。▼ガバナー補佐の仕事は大きく分けて4つ。まずは全9クラブを4回ずつ訪問すること。これは前年度中に

前年度のガバナー補佐と共に訪問、ガバナー公式訪問の2週間前に赴いて卓話とクラブ協議会を開催、ガバナー公

式訪問への同行、次年度ガバナー補佐と共に訪問、の4回になります。次に地区で行われる全ての委員会への出席、

さらに短期交換留学生や米山記念奨学生の選考と受け入れ先の選定、そして最後がIMの主催です。私のときは久

米実行委員長はじめ皆さまのおかげで良い会になったとお褒めの言葉をいただき、安堵したことを昨日のように

覚えています。▼私が各クラブを訪問した際にお話ししたのは「RCに入会して良かったこと」。それは人生を変

える出会いの機会がある＝入会しなければ知ることができなかった友人を得ることができる、優れた人生の行動

指針がある＝素晴らしい会員がいっぱいいる、自分が住む所を良くする活動に広く協力できる、世界を変える人

道的な奉仕の一端を担える、の4つです。最後に私がいつも大事にしている「かきくけこ人生訓」をご紹介します。

か＝感謝の心を持ち､き＝気配りをモットーに､く＝クールで格好良く､け＝健康で､こ＝好奇心を持つ。以上です。

◆村上修三副委員長『IMについて』：1912年、サンフランシスコ湾を挟んだサンフランシスコとオークランドのRC

が合同で開催した例会が相互の親交を深める大成功を収めたので「湾を越えての愛の宴＝Trance bay love feas

t」と名付けられたのがIMの始まり。1914年に国際ロータリー連合会に正式な会として認められ、その後はRIに引

き継がれました。日本では1951(昭和26)年、RI第60地区の数クラブが熱海で行った勉強会が最初と言われていま

す。当時はICGF(Intercity and Club General Forum)と呼ばれていましたが、1976年からIGF(Intercity General

 Forum)に、そして1991年から日本全国でIMに名称が変わり、現在に至っています。ただし小堀憲助氏の本によれ

ば日本人初のRI会長に東ヶ崎潔氏が就任する前年、1968(昭和43)年に東京RCがホストとなって招集した関東地方

のIMが最初だそう。いずれにしても地区開催の1日講習会や研究会であり、手続要覧には「ロータリーの友情及び

研究のための手段としてロータリーの一般性格や計画案に対して研究討議をするためのフォーラムである」と記

されています。▼フォーラムからミーティングに変わったのは討論が目的ではなく自由な発言と交流を深めるた

め。ですから多様性を認めるRCにおいて結論を出す必要はなく、情報交換の場として会員相互の親睦を図りつつ

勉強する、気楽に参加できる会です。例えばタイの3330地区では国境を隔てたマレーシアと合同で行われ、国境

や宗教、人種の壁を越えて集うRC本来の姿ではないかという記事もありました。▼私たちは4年後にIMを主催しな

ければなりません。運営の仕方などは実際に参加していないとわかりませんから、新しい方ばかりでなくベテラ

ンもできるだけIMに参加していただきたいと思います。 

◆久米操委員長：IMと地区大会はRIの公式行事ですから本来は出席義務があります。IMを主催する4年後、その後

に迎える90周年に向けチームワークを発揮できるよう、そして歴史だけでなくさすが伝統あるクラブと言われる

よう、多くの方がIMに参加していろんなクラブのやり方を参考にされることを期待します 
 

次 回 例 会（２月２８日） 
【 ロータリー創立記念例会 】 

＜配偶者誕生祝＞ 辰己 和久氏 (2/28） 

         ＜結婚記念日祝＞ 近藤 正人氏 (3/4) 

                 ＜入会記念日祝＞ 平田 勝豪氏 (3/1)  西信 正男氏 (3/2) 

                                  〔 国際ホテル 〕 


